
地域に鐘の音を響かせ 16 年「カネナリ会」
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カネナリ会のメンバー
（敬称略）　
 青戸正毅、青戸喜確、
 青戸義春、岸　信秀、
 北垣寿成、吉川稲生、
 木山篤志、坪倉　功、
 坪倉幹也、坪倉　充、
 坪倉良和、藤原寿郎、
 松本一俊、山浦弘樹
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　茶屋大仙谷集落の小高い台地にある常桂寺。平成 15 年に住職が亡くな
り、地域から朝晩の鐘の音が途絶えました。集落の会合で「鐘の音がな
らなくなり、寂しくなった」という声があがり、坪倉博則さんを中心と
した地元大仙谷の有志 14 名による「カネナリ会」が発足しました。平成
16 年に発足してから 16 年間、一週間ごとの当番制により地域に鐘の音
を響かせ続けています。会員の藤原寿郎さんは、「決まりがゆるいという
ことが長く続いている理由。年に１回住職さんとの会があり、皆で顔を
合わせることで繋がりも深まり、お寺の存在も身近になった」「この活動
ができたのも、一枚岩の地域だからこそ」と話されました。　


